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水圏機能材料：注目の研究
「赤外線領域放射光を利用した水圏機能材料の解析」

赤外分光は汎用性の高い測定手法で、物質の結合状態や電子

状態を調べるために広く利用されています。放射光は、光速

に近い速度で移動する電子から放射される高輝度の光で、赤

外線領域の光も利用可能です。この赤外光を利用して、我々

は水圏機能材料における水の状態と材料の相関の解析に挑ん

でいます。図は、生体適合性ポリマーとして知られる poly

(2-methoxyethyl acrylate) の赤外吸収スペクトルを加湿状態

で測定し、得られた OH 伸縮振動の変化を示したものです。

ポリマーに水素結合した水分子の模式図と、その配置を仮定

してDFT 計算を行い、得られたOH伸縮振動の波数も示しま

した。これらを組み合わせた解析により、OH 伸縮振動の波

数から水分子の個数や水素結合の数、結合状態を考察できる

ことがわかりました 1)。A02、A03 と共同で行った研究成果

であり、他の材料における水の解析にも有効です。放射光を

利用した赤外分光では、加湿のほかに、温度・延伸・偏光など

の条件を変化させながら測定可能で、領域内で多くの共同研究

を行なっており2,3)、赤外分光を通じた水圏機能材料研究の推進

への貢献を目指しています。
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中赤外分光と近赤外分光を組み合わせた
バイオマテリアルの水和構造分析

森田 成昭

大阪電気通信大学

教授

中赤外分光では主に化学結合の基

準振動を、近赤外分光ではその倍

音や結合音を観測することができ

ます。本研究では様々な含水状態

におけるバイオマテリアルの中赤

外スペクトルと近赤外スペクトル

の測定に挑戦します。このとき、

水の O-H 結合と材料の化学結合の

シグナルは異なる波数領域にあら

われるので、それらを詳細に解析

して水圏機能材料に特徴的な分子構造や相互作用の理解

を深めます。さらに、ケモメトリックスや機械学習といっ

たデータサイエ

ンスの手法を応

用して分子情報

をより深く読み

取ることにも挑

戦します。

水和による水の不均一性から生物機能を
理解する
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生化学反応において、水分子集団

の運動は、生体高分子との相互作

用により不均一になる。このよう

な不均一性は、生体高分子と水分

子の協同作業によって生み出され

る精緻な生物機能の物理化学的核

心になると考えられるが、その多

くは未解明である。本研究では、

この相互作用のダイナミクスと周

期が一致するサブテラヘルツ領域

の電磁波を外場として与え、一過的に生体高分子水溶液

における水運動の不均一性を際立たせる。この時の水溶

液の変化と生物機能の変化を、それぞれ分光学的、生化
学的に分

析し、両

者の繋が

りを考察

する。




